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は
じ
め
に

本
稿
は
『
大
衆
文
化
』
第
十
七
号
掲
載
の
拙
稿
「
江
戸
川
乱
歩
自

筆
稿
本
『
家
蔵
同
性
愛
関
係
』
目
録
１　

―
和
書
の
部

―
」
に

続
く
、
男
色
文
献
目
録
の
翻
刻
で
あ
る
。
書
誌
に
関
し
て
は
、
前
号

を
参
照
さ
れ
た
い
。
近
代
に
刊
行
さ
れ
た
和
書
を
中
心
に
編
纂
さ
れ

た
前
号
と
は
異
な
り
、
今
回
の
目
録
に
は
和
漢
の
古
典
籍
や
洋
書
、

経
典
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、「
和
本
目
録
」
に
は
六
十
八
点
の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、『
秋
の
夜
長
物
語
』
や
『
よ
だ
れ
か
け
』
な
ど
は
、
乱
歩
旧
蔵

書
  1
の
も
の
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
本
目
録
作
成
以
後
に
買
い
足

さ
れ
、
善
本
に
取
り
替
え
ら
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
巻

三
の
み
所
有
と
記
さ
れ
た
『
武
道
伝
来
記
』
は
現
在
八
巻
八
冊
本
と

し
て
、
ま
た
巻
二
の
み
所
有
と
あ
る
『
好
色
江
戸
紫
』
は
五
巻
五
冊

本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
現
存
資
料
と
の
相
違
が
い

く
つ
か
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
  2
、
乱
歩
の
和
本
収
集
の
痕
跡
を
辿

る
資
料
と
し
て
も
本
目
録
は
位
置
付
け
ら
れ
る
。

本
目
録
の
利
用
方
法
の
一
例
を
提
示
し
て
み
た
い
。

乱
歩
の
「
百
面
相
役
者
」（『
写
真
報
知
』
大
正
十
四
年
七
月
）
に

は
、
種
々
の
古
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、「
Ｒ
」
が
好
き
で

よ
く
読
み
聞
か
せ
て
く
れ
た
も
の
が
、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
の

「
青
頭
巾
」
と
な
っ
て
い
る
。
該
当
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

下
野
の
国
の
あ
る
里
の
法
師
が
、
十
二
、
三
歳
の
童
児
を
寵
愛

江
戸
川
乱
歩
自
筆
稿
本
『
家
蔵
同
性
愛
関
係
』
目
録
　
２

丹　

羽　

み
さ
と

― 
和
本
目
録
、
洋
書
目
録
、
西
洋
に
関
す
る
も
の
、
東
洋
に
関
す
る
も
の 

―
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し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
童
児
が
病
の
た
め
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
「
あ
ま
り
に
も
嘆
か
せ
た
ま
う
ま
ま
に
、
火
に
焼
き
て

土
に
ほ
う
む
る
こ
と
も
せ
で
、
顔
に
顔
を
も
た
せ
、
手
に
手
を

と
り
く
み
て
日
を
経
た
ま
う
が
、
つ
ひ
に
心
み
だ
れ
、
生
き
て

あ
る
日
に
違
は
ず
た
は
む
れ
つ
つ
も
、
そ
の
肉
の
腐
り
た
だ
る

を
お
し
み
て
、
吸
ひ
骨
を
な
め
、
は
た
く
ら
い
つ
く
し
ぬ
。」  3

�

（
傍
線
は
論
者
加
筆
）

乱
歩
は
『
雨
月
物
語
』
本
文
を
「　

」
で
く
く
り
、
書
き
写
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
傍
線
部
で
あ
る
。「
顔
に
顔
を
も

た
せ
」
と
い
う
一
文
は
、『
雨
月
物
語
』
原
典
で
は
  4
「
臉か
ほ

に
臉か
ほ

を
も

た
せ
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
近
代
以
降

の
翻
刻
出
版
物
で
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。

①		

『
雨
月
物
語
』
富
士
貸
本
出
版
部
、
明
治
二
十
六
年

②		

『
雨
月
物
語
・
弓
張
月
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
明
治
四
十
二
年

③		�
『

雨
月
物
語
・
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
袖
珍
文
庫
第
二
十
六
編
、

三
教
書
院
、
明
治
四
十
三
年

④		

『
雨
月
物
語
』
有
朋
堂
書
店
、
大
正
一
年

⑤		

『
上
田
秋
成
全
集
』
第
一
、
国
書
刊
行
会
、
大
正
六
年

⑥		

鈴
木
敏
也
『
雨
月
物
語
新
釈
』
冨
士
房
、
大
正
十
年

「
百
面
相
役
者
」
が
発
表
さ
れ
る
以
前
、
則
ち
大
正
十
四
年
以
前
に

「
顔
に
顔
を
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
帝
国
文
庫
第
三
十
二
編

『
珍
本
全
集
』
中
巻
（
博
文
館
、
明
治
二
十
八
年
）
が
、
確
認
で
き
た

中
で
は
唯
一
で
あ
る
。
同
じ
箇
所
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

あ
ま
り
に
も
歎
か
せ
た
ま
ふ
ま
ゝ
に
。
火
に
焼
き
て
土
に
葬
る

こ
と
も
せ
で
。
顔か
ほ

に
顔か
ほ

を
も
た
せ
。
手
に
手
を
と
り
く
み
て
日

を
経
給
ふ
が
。
終
に
心
み
だ
れ
。
生
て
あ
り
し
日
に
違
は
ず
戯

れ
つ
ゝ
も
。
其
肉
の
腐
り
爛
る
ゝ
を
吝
み
て
。
肉
を
吸
ひ
骨
を

嘗
て
。
は
た
啖
ひ
つ
く
し
ぬ
。

送
り
仮
名
な
ど
多
少
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、「
か
ほ
」
の
漢
字
表

記
は
他
と
は
異
な
り
「
顔
」
と
な
っ
て
お
り
、「
百
面
相
役
者
」
の
底

本
が
、『
珍
本
全
集
』
中
巻
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
強
化
す
る
の
が
、
本
目
録
で
あ
る
。
前
号
掲
載

「
和
書
の
部
」
で
「
青
頭
巾
」
を
確
認
す
る
と
、『
珍
本
全
集
』
所
載

の
も
の
が
底
本
と
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
乱
歩
が
同
資
料
を
参
考

と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
乱
歩
の
旧
蔵
書
中
に
は
『
珍
本
全
集
』
中
巻
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
  5
。
背
表
紙
が
張
り
替
え
ら
れ
、
乱
歩
の
字
で
「
帝
国
文
庫

珍
本
全
集　

中
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
同
書
に
は
、
所
々
朱
の
傍
点
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や
○
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
、
精
読
の
跡
が
見
え
る
。「
青
頭
巾
」
の
章

に
も
そ
れ
ら
は
散
見
さ
れ
る
  6
。

以
上
の
様
に
、
作
中
の
文
字
、
本
目
録
、
現
存
す
る
旧
蔵
書
か
ら
、

『
珍
本
全
集
』
中
巻
は
「
百
面
相
役
者
」
の
典
拠
の
一
つ
で
あ
る
と
明

示
さ
れ
る
。

乱
歩
は
作
中
で
し
ば
し
ば
古
典
籍
に
触
れ
て
い
る
が
、
研
究
対
象

と
な
る
の
は
稀
で
あ
っ
た
  7
。
本
目
録
は
、
乱
歩
が
実
際
に
ど
の
よ

う
な
本
を
読
ん
で
き
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
利
用
価
値
の
高
い
資
料
で
あ
る
。

乱
歩
の
旧
蔵
書
に
は
「
探
偵
小
説
家
」
と
は
結
び
つ
か
な
い
書
籍

も
多
い
。
入
手
動
機
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
く
れ
る
の
も
、
本
目
録

で
あ
る
。
一
見
、
同
性
愛
ら
し
か
ら
ぬ
資
料
を
博
捜
し
、
そ
の
要
素

を
見
抜
き
、
目
録
化
す
る
努
力
か
ら
は
、「
同
性
愛
」
に
つ
い
て
の
研

究
を
、
真
摯
に
行
っ
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。「
西
洋
に
関
す
る

も
の
」
の
稿
に
は
、
乱
歩
自
身
が
記
し
た
随
筆
「
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン

ヅ
の
私
な
る
情
熱｣

（『
精
神
分
析
』
昭
和
八
年
五
、
六
、
八
、
十
月
）

や
「
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
の
話
」（『
新
青
年
』
昭
和
十
年
一
月
）
も
載
せ

ら
れ
て
お
り
、
男
色
研
究
家
と
し
て
の
自
負
も
垣
間
見
え
る
。
単
な

る
「
好
事
家
」
と
し
て
で
は
な
く
、
男
色
研
究
の
価
値
を
高
め
よ
う

と
し
た
痕
跡
が
、
本
目
録
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
本
稿
は
前
号
に
引
き
続
き
、『
江
戸
川
乱
歩
と
大
衆
の
20
世

紀
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（B

）

（ 2 

））16320029

）
の
研
究
成
果
報
告
書
（
平
成
十
九
年
五
月
）
の

掲
載
原
稿
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
頭

に
記
さ
れ
た
「
立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

２
〈
～
５
〉」

は
各
資
料
の
請
求
記
号
で
あ
る
。
本
目
録
に
は
不
適
当
と
思
わ
れ
る

表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
執
筆
当
時
の
時
代
背
景
等
を
鑑
み
、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
の
表
記
と
し
た
。

［
凡
例
］

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
統
一
し
、「
ツ
」「
ヤ
」「
ユ
」
な
ど
の
表
記
揺

れ
は
大
文
字
に
統
一
し
た
。

・
新
聞
切
り
抜
き
な
ど
の
添
付
資
料
、
ミ
セ
ケ
チ
、
注
記
の
な
い
頭

注
の
印
（
○
や
✓
）
は
省
略
し
た
。

・
書
名
下
の
漢
数
字
は
巻
数
等
を
示
し
、
書
名
上
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数

字
は
該
当
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

・
論
者
注
記
は
「
＊
」
を
付
し
た
。

・
人
名
下
の
英
数
字
は
、
購
入
時
の
金
額
と
思
わ
れ
る
。

・
挿
入
文
は
〔　

〕
内
に
記
し
た
。
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立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

2

○
印
は
純
粋
男
色
本

和
本
の
部

（
小
説
類
）

○
「
秋
の
夜
長
物
語
」
全

　
　
　

寛
永
十
九
年　
　

安
田
十
兵
ヱ
板
。

	

「
仮
名
草
子
」
二
冊�

水
谷
不
倒
編

			



大
正
十
四
年
再
版

	

「
武
道
伝
来
記
」
零
本
巻
三�

井
原
西
鶴

「
男
色
木
芽
漬
」
全
六
巻�

漆
屋
園
斎
自
然
坊
200

			



享
保
三
年
孟
春　
京
中
川
茂
兵
ヱ

大
阪
瀬
戸
物
屋
伝
兵
ヱ
板

			



内
巻
一
だ
け
上
野
図
書
館
元
版
を
引
写
し
。

「
和
国
小
性
形
気
」　

全
六
巻
ノ
内
第
一
巻
欠
本�
50

			



享
保
五
庚子

正
月

			



帝
国
文
庫
復
刻
に
は
六
巻
を
欠
く
。

	

「
武
道
三
国
志
」
全
十
巻�

著
者
を
記
さ
ず
15

			



正
徳
二
年
板

○
「
男
色
十
寸
鏡
」
写
本
一
冊
全　
　

�

三
夕
軒
好
若
居
士
（
写
本
）　　

夢
軒
好
善
居
士
（
好
色
本
目
録
）８

			



貞
享
四
年
七
月
序
。
写
し
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

（「
小
夜
嵐
」）
零
本
巻
十　
＊
頭
注
「
男
色
ニ
非
ず
」

			



元
禄
十
一
戊寅

才
孟
春
吉
旦　

西
鶴
書
と
あ
り
。

○
「
好
色
江
戸
紫
」
零
本
巻
二�

江
戸
石
川
流
宣

			



貞
享
三
年
版　

古
山
師
重
絵

（「
花
の
名
残
」）
零
本
巻
四�

不
詳

			



貞
享
元
年
板　

男
色
ニ
非
ず

○
「
色
の
染
衣
」
零
本
巻
一�

江
戸
立
羽
不
角

			



貞
享
四
年

	

「
傾
城
禁
短
気
」
全
六
巻�

序
ニ
自
笑
180

			



宝
永
八
年
板
（
元
刷
）

	

「
風
流
曲
三
味
線
」
全
六
巻�

其
磧
90

			



宝
永
七
年
板
（
刷
悪
し
）

	

「
野
傾
友
三
味
線
」
零
本
巻
三�

北
条
団
水　
　

又
ハ
西
沢
一
風
｝
両
説

			



「
野
傾
色
競
馬
」
と
同
本
（
列
伝
体
小
説
史
）�

宝
永
五
年
刊

	

「
役
者
色
仕
組
」
零
本
巻
一�

八
文
字
其
磧

			



序
に
「
于
時
庚子

の
め
で
た
い
花
の
盛
月
」
と
あ
り
。

	
「
男
色
鑑
」（
謄
写
版
本
）

			



印
刷
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
絵
な
く
文
の
み
。

	

「
咡
千
里
新
語
」
全
五
巻
ノ
内
巻
一
欠
本

			



宝
暦
十
二
年
板
。

　
　

家
蔵
同
性
愛
関
係
書
（
其
二
）　

和
本
目
録
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○
「
根
南
志
草
」
全
五
巻
（
二
冊
ニ
合
本
）�

平
賀
源
内

			



宝
暦
癸
未
秋
九
月
序
。
序
に
天
竺
浪
人
と
記
す
。

	

「
華は
な
の
ふ
ゞ
き
わ
か
し
ゆ
そ
う
げ
ん

雪
吹
若
衆
宗
玄
」
全
六
巻
二
冊
（
合
本
）�

柳
亭
種
彦

			



文
化
九
年
夏
稿

同
十
年
春
発
兌

	

「
廉
目
判
十
郎

袖
崎
千
弥

南
色
梅
早
咲
」
全
六
巻
二
冊
（
合
本
）�

柳
亭
種
彦

			



文
政
二
年
己
卯
四
月
序

同
三
年
庚
辰
正
月
発
販

	

「
三
津
瀬
川
上
品
仕
立
」�

柳
亭
種
彦

			�




天
保
三
年
正
月
序
。
板
東
秀
佳
、
瀬
川
路
考
追
善
の
際
物
出

版
也
。

	

「
芝
居
万
人
葛か
つ
ら

」（
全
合
本
横
本
表
紙
な
し
）

	

「
竹
斎
」
巻
下
の
み　

			



天
和
三
年　

鱗
形
屋
板
。

	

「
新
竹
斎
」
全
五
巻
合
本
（
一
丁
破
）

			



貞
享
四
年
板

	

「
美
少
年
始
」�
一
九

	

「
田
の
助
曙
草
紙
」

○
「
敵
討
名
残
広
記
」（
血
だ
る
ま
）

	

「
白
縫
譚
」（
初
篇
嘉
永
二
年
）�

柳
下
亭
種
員

（
小
咄
、
狂
歌
其
他
）

	

「
誂
風
末
摘
花
」
全
六
篇
二
冊
合
本
（
複
写
本
）

			



安
永
五
年
秋
序
（
一
篇
）　　
　
　

亥
ど
し
孟
春
（
第
六
篇
の
を
は
り
）

	

「
貞
徳
狂
歌
集
」
上
中
下�

（
稀
書
複
製
会
本
）

			



天
和
二
年
秋
江
戸
。
絵
師
菱
川
吉
兵
ヱ
。

	

「
武
左
ヱ
門
口
伝
は
な
し
」
上
下�

（
右
同
）

			



鱗
形
屋
。

	

「
正
直
は
な
し
」
全
五
巻�

石
川
流
舟

			



元
禄
七
年
九
月
江
戸
板
。
菱
川
師
宣
絵
。

（
絵
本
）

	

「
浮
世
続
」
全
（
稀
書
複

製
会
本
）�

菱
川
師
宣

			



天
和
二四二
年
子
正
月　

鱗
形
屋

	

「
風
流
四
方
屏
風
」
上
下
（
同
上
）�

鳥
居
庄
兵
ヱ
清
信

			



元
禄
十
三
年
三
月
。

	

「
役
者
絵
づ
く
し
」
上
中
下
（
同
上
）�

古
山
師
重

			



延
宝
の
頃
。

	

「
や
ま
と
の
大
寄
」
全
（
同
上
）�

菱
川
師
宣

	

「
婲

き
や
し
や

男
な
さ
け
の
遊
女
」
上
の
み
（
同
上
）

	
「
絵
本
玉
か
づ
ら
」
下
の
み
（
同
上
）�

西
川
祐
信

			



享
保
廿
一
年
正
月
京
板

	

「
菱
川
師
宣
画
譜
」（
雅
俗
文
庫
）

			



明
四
十
四
年
九
月



52江戸川乱歩自筆稿本『家蔵同性愛関係』目録　２

	
「
人
倫
訓
蒙
図
絵
」
全
七
巻
（
珍
書
刊
行
会
本
）

「
稚
児
の
草
紙
」（
男
色
絵
巻
）
写
し
五
図　

巻
物
。

			



醍
醐
三
宝
院
蔵
日
本
最
古
の
男
色
絵
巻
透
写
し
。

	

「
好
色
訓
蒙
図
彙
」
謄
写
刷
一
冊

（
役
者
評
判
記　

其
他
）

○
「
野
郎
虫
」
全
（
稀
書
複

製
会
本
）

			



京
。

○
「
野
郎
大
仏
師
」
全
（
同
上
）�

武
州
住
某

			



戊申

正
月
（
附
録
の
年
号
）。
于
時
丁
未
仲
秋
（
本
文
の
年
号
）

○
「
蓑
張
草
」
上
下
（
同
上
）�

痩
牛
序

			



元
禄
辛
未
序
。
元
禄
四
年
（
奥
附
）
京
。

○
「
難
波
立
聞
昔
話
」
全
（
同
上
）

			



貞
享
三
年
霜
月
序
。
大
阪
。

○
「
姿
記
評
林
」
全
（
珍
書
保
存

会
本

）�

華ク
ハ
ス
イ
ケ
ン

蕊
軒
蘭
水

			



元
禄
十
三
年
刊
。
上
方
。

○
「
蓑
張
草
」
合
本
（
写
本
）

	

「
古
今
役
者
物
語
」（
石
版
複
製
）

			



延
宝
六
年
。
江
戸
。
伊
原
青
々
園
。
解
説
。

○
「
芝
居
百
人
一
首
」（
瑠
璃
版
）�

鳥
居
清
信

			�




元
禄
六
年
五
月
板
。
正
し
く
は
「
古
今
四
場
居
百
人
一
首
」

後
「
古
今
四
場
居
色
競
」
と
改
題
し
て
絶
版
を
命
ぜ
ら
る
。

（
演
劇
珍
書
刊
行
会
本
）

	

（｢

戯や
く
し
や子
卅
六
歌
撰
櫓
色
紙｣

）（
複
製
）�

馬
琴
作
・
豊
国
画

			



寛
政
十
二
年
六
月
上
旬
。
稿
本
。
＊
頭
注
「
男
色
ニ
非
ず
」

	

「
絵
入
浄
瑠
璃
史
」
上
中
下�

水
谷
不
倒

			



大
正
五
年
、
水
谷
文
庫
発
行
。

	

「
あ
い
こ
の
若
」（
大
毎
金
平
本
全
集
）

			



宝
永
五
年
。
鱗
形
屋
。

（
随
筆　

其
他
）

「
よ
だ
れ
か
け
」
全
六
巻�

梅
條
軒
350

			�




慶
安
二
年
（
一
、
二
、
三
、
四
巻
）
承
應
二
年
（
五
、
六
巻
）

柳
亭
種
彦
書
入
れ
本
。

「
若
衆
物
語
西
明
寺
殿
百
首
」
全
一
巻�

宗
祇
作
と
云
150

			



丹
緑
本
。

「
岩
つ
ゝ
じ
」
全
二
巻�

北
村
季
吟
35

			



正
徳
三
年
板
。

	
「
沙
石
集
」
全
十
巻　

			



慶
安
五
年
板
。

	

「
宗
祇
諸
国
物
語
」
全
五
巻　

			



貞
享
二
年
板
。
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「
堪
忍
記
」
全
八
巻
合
本

			



美
濃
屋
彦
兵
ヱ
板
。

	

「
一
休
は
な
し
」
全
四
巻

			



寛
文
八
年
板
。

	

「
一
休
可
笑
記
」
全
六
巻

			



宝
永
二
年
板
。

	

「
往
生
要
集
」
全
三
巻

			



寛
政
二
年
（
元
禄
二
年
板
木
に
よ
る
）

	

「
三
省
録
」
全
五
巻�

志
賀
理
斎

			



天
保
十
四
年
板
。

	

「
和
漢
事
始
」
全
十
二
巻�

貝
原
篤
信

			



元
禄
十
年
板
。

○
「
西
明
寺
殿
百
首
和
歌
」
合
本
、
写
本

	

「
細
川
殿
百
首
和
歌
」

○
「
弘
法
大
師
一
巻
之
書
」　

写
本

「
男色

山
路
の
露
」
全
三
冊
の
内
一
冊
欠
本
（
虫
）�

西
川
祐
信
50

			



全
部
男
色
絵
本
。（
笑
本
）

＊
以
下
別
紙
添
付
資
料

			



歌
、
句

			



野
傾
友
三
味
線　

巻
一
に
狂
歌
二
つ
あ
り

			



男
色
比
翼
鳥　

巻
二
㊂
ハ
歌
一
つ
巻
六
㊉
一
128

			



男
色
大
鑑　

巻
一
㊁
㊃

	

「
き
の
ふ
は
け
ふ
」
37　

そ
の
他
に
数
首
あ
り
。

			



一
休
の
狂
詩
（
犬
つ
れ
〳
〵
8
）

			



信
長
の｢

人
の
若
衆
を
盗
む
よ
り
し
て
は
云
々｣
�

犬
つ
れ
〳
〵
13

			



よ
た
れ
か
け
49 

51 

52 

56 

57 

59 

62 

63

			



「
我
が
起
臥
を
人
に
知
ら
れ
な
」
の
歌
（
日
本
演
劇
史
670
）

			



閑
吟
集
ノ
衆
道
歌
（
歌
謡
史
630
）

			



鷹
筑
波
集
の
狂
歌
（
同
690
絵
の
中
）

			



松
の
葉　
　

二
三
歌
（
岩
波
本
及
新
群
書
第
六
）

			



松
の
落
葉

			



武
玉
川

			



柳
樽　
　
（
書
抜
見
よ　

多
少
ア
リ
）

			



末
摘
花

			



漢
詩
（
大
鑑　

巻
四
㊂
）

			



狂
歌

			



随
大
一
、
六
巻
582
句
二
。
同
593
江
戸
三
吟
。
同
594

				




同
620 

637 

643 

658
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立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

3

　

同
性
愛
関
係
洋
書
（
家
蔵
）

（
一
般
同
性
愛
論
）

「
ウ
ル
リ
ツ
ク
ス
同
性
愛
論
全
集
」
十
二
巻
を　

四
冊
に
合
本

�

ウ
ル
リ
ツ
ク
ス
独
30

	

ウ
ル
リ
ツ
ク
ス
は
ド
イ
ツ
の
法
律
家
。
終
生
を
同
性
愛
弁
護

の
運
動
に
費
す
。
ヌ
マ
・
ヌ
マ
ン
テ
イ
ウ
ス
そ
の
他
の
匿
名

に
て
長
期
に
亘
り
同
性
愛
論
を
著
す
。
そ
の
全
作
集
で
あ

る
。
同
性
愛
弁
護
の
纏
り
た
る
論
集
最
初
の
も
の
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
同
性
愛
書
に
引
用
せ
る
ら
れ
て
ゐ
る
。
ド
イ
ツ
本

国
、
古
書
肆
よ
り
買
入
。

「
ギ
リ
シ
ヤ
道
徳
の
一
問
題
」　

合
本
、
五
百
部
限
定
出
版

「
現
代
道
徳
の
一
問
題
」　　
　

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英
20

	

英
本
国
で
は
十
部
と
五
十
部
の
限
定
出
版
。
こ
の
書
は
後
年

ア
メ
リ
カ
に
て
出
版
せ
る
五
百
部
限
定
の
も
の
。
カ
ー
ペ
ン

タ
ー
に
先
つ
文
芸
家
の
同
性
愛
論
と
し
て
貴
重
な
る
文
献
。

ア
メ
リ
カ
古
書
肆
よ
り
買
入
。

○
「
中
性
論
」（
異
本
二
種
）�

エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
英

	

ジ
イ
ド
の
同
性
愛
論
「
コ
リ
ド
ン
」
の
先
駆
を
為
す
余
剰
性

慾
説
。
同
性
愛
論
が
こ
ゝ
に
始
め
て
芸
術
と
結
び
つ
い
た
。

○
「
原
始
民
俗
に
於
け
る
中
性
者
」�

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
英

	

日
本
の
同
性
愛
を
説
け
る
一
章
が
あ
る
。
巌
小
波
山
人
の
独

逸
同
性
愛
研
究
誌
に
寄
稿
し
た
文
献
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
ゐ

る
。
大
体
は
ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
ル
に
よ
つ
て
ゐ
る
。

○
「
友
愛
名
句
集
」�

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
英

	

友
愛
と
称
す
る
も
同
性
愛
で
あ
る
。
西
洋
古
代
よ
り
現
代
に

至
る
帝
王
、
文
人
、
学
者
、
画
家
等
著
名
の
人
々
の
友
愛
に

関
す
る
文
献
を
網
羅
す
。

「
日
本
、
支
那
、
朝
鮮
の
同
性
愛
生
活
」

�

カ
ー
シ
ユ
・
ハ
ー
ク
独
10

	

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
は
ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
に
拠
り
、
ヒ
ル
シ
ユ

フ
エ
ル
ト
は
こ
の
ハ
ー
ク
の
書
に
拠
つ
て
日
本
同
性
愛
を
書

い
た
。
西
洋
同
性
愛
書
の
日
本
に
関
す
る
研
究
の
原
典
と
な

つ
て
ゐ
る
書
。
そ
の
詳
し
き
事
驚
く
べ
し
。
ド
イ
ツ
古
書
肆

よ
り
買
入
。

	

こ
の
書
は
カ
ー
シ
ユ
・
ハ
ー
ク
の
厖
大
な
る
同
性
愛
全
書
の

一
部
、
文
明
社
会
の
部
の
内
、
東
洋
の
部
に
属
す
る
。

○
「
原
始
民
族
に
於
け
る
同
性
愛
生
活
」�

カ
ー
シ
ユ
・
ハ
ー
ク
独

			



右
の
同
性
愛
全
書
の
一
部
。

　
　

家
蔵
同
性
愛
関
係
（
其
三
）
洋
書
目
録
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○
「
エ
ロ
ス
・
ウ
ラ
ニ
オ
ス
の
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
」

�

フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
独

	
プ
ラ
ト
ン
の
意
味
で
の
同
性
愛
精
神
の
現
代
復
興
を
説
く
。

○
「
性
倒
錯
（
性
心
理
研
究
叢
書
の
一
冊
）�

ハ
ヴ
ロ
ツ
ク
エ
リ
ス
英

	

同
性
愛
史
、
同
性
愛
論
史
、
性
心
理
的
論
述
、
実
例
等
、
そ

の
観
察
の
周
到
な
る
と
論
旨
の
中
正
な
る
事
な
る
事
殆
ど
比

類
な
し
。

	

「
性
象
徴
」（
右
叢
書
の
一
冊
）�

エ
リ
ス
英

	

「
エ
オ
ニ
ズ
ム
其
他
」（
同
）�

エ
リ
ス
英

	

右
三
著
は
エ
リ
ス
性
心
理
研
究
叢
書
中
同
性
愛
に
関
す
る
全

部
で
あ
る
。

○
「
同
性
愛
症
」（
英
訳
）�
シ
ユ
テ
ー
ケ
ル
独

	

実
例
に
富
む
。
論
理
に
は
余
り
力
が
入
れ
ら
れ
ゐ
な
い
。
ア

メ
リ
カ
古
書
肆
よ
り
買
入
。

	

「
自
瀆
と
同
性
愛
」�

シ
ユ
テ
ー
ケ
ル
独

○
「
同
性
愛
論
」�

サ
ン
・
ポ
ー
ル
仏

			



エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
の
序
文
が
あ
る
。

「
欧
洲
に
於
け
る
男
色
」（
英
訳
）�

タ
ル
ノ
フ
ス
キ
イ
露
12

	

ア
メ
リ
カ
版
。
私
版
。
五
百
部
限
定
の
内
百
七
十
二
号
。
ア

メ
リ
カ
古
書
肆
よ
り
入
手
。
医
学
者
の
著
な
れ
ど
も
、
他
の

諸
国
の
も
の
と
異
り
、
非
常
に
大
胆
な
る
記
述
。
巻
末
に
同

性
愛
関
係
書
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
イ
が
あ
る
。

	

「
友
愛
と
性
慾
」�

プ
ラ
ツ
エ
ツ
ク
独

	

「
男
体
に
於
け
る
女
性
的
特
質
、
女
体
に
於
け
る
男
性
的
特
質
」

		


（
英
訳
）�

フ
エ
ル
テ
イ
ン
グ
独

	

「
性
心
理
学
」（
独
文
）�

ク
ラ
フ
ト
・
エ
ビ
ン
グ
独

	

「
性
心
理
学
」（
英
文
）

	

エ
リ
ス
と
同
列
に
置
か
る
べ
き
、
実
例
多
き
好
著
。
同
性
愛

研
究
の
古
典
。

	

「
現
代
性
生
活
」（
英
訳
）�

イ
ワ
ン
・
ブ
ロ
ツ
ホ
独

	

エ
ビ
ン
グ
、
エ
リ
ス
の
系
統
に
属
す
る
書
。
三
著
と
も
イ
ン

デ
ツ
ク
ス
有
益
也
。

（
精
神
分
析
よ
り
見
た
る
同
性
愛
）

	

「
精
神
分
析
と
性
慾
」（
英
訳
）�

フ
エ
レ
ン
ツ
イ　
ハ
ン
ガ
リ
イ

			



同
性
愛
の
章
は
参
考
と
な
る
べ
き
事
多
し
。

	

「
精
神
分
析
と
恋
愛
」�

ト
ラ
イ
ド
ン
米

	

同
性
愛
二
章
あ
り
。
通
俗
的
且
つ
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ
ナ
ル
な
記

述
。

	
「
精
神
分
析
学
」�

ボ
ー
ワ
ア
米

	

「
フ
ロ
イ
ド
と
そ
の
時
代
」（
英
訳
）�

フ
リ
ツ
ツ
ウ
ヰ
ツ
テ
ル
独

	

「
サ
デ
イ
ズ
ム
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」（
英
訳
）
二
巻
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�

シ
ユ
テ
ー
ケ
ル
独

			



当
然
同
性
愛
に
言
及
し
て
ゐ
る
。

	

「
精
神
分
析
学
」�

ジ
ヨ
セ
フ
ジ
ヤ
ス
ト
ロ
ー
米

（
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
と
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
）

○
「
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
性
生
活
」（
英
訳
）�

ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
ト
独
20

	

半
ば
同
性
愛
に
費
す
。
引
用
多
く
、
非
常
に
参
考
と
な
る
書
。

美
し
き
写
真
多
し
。
人
名
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
有
益
也
。

「
ギ
リ
シ
ヤ
美
術
」（
禁
本
）�

ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
ト
独
10

	

写
真
を
主
と
し
て
、
彫
刻
、
絵
画
、
置
物
、
陶
器
絵
、
等
の

性
慾
描
写
を
紹
介
す
。
殆
ん
ど
春
画
也
。
禁
本
。
男
色
行
為

を
実
証
す
る
陶
器
絵
等
あ
り
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
美
術
」（
大
版
）�

ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
ト
独
20

	

大
型
、
写
真
鮮
明
也
。
右
の
書
よ
り
も
露
骨
で
な
い
も
の
。

同
性
愛
の
章
あ
り
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
彫
刻
写
真
集
」（
大
版
）�

フ
エ
ル
ト
ヱ
ン
グ
ラ
ー
独

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
彫
刻
写
真
集
」（
大
）�

サ
ウ
エ
ル
ラ
ン
ト
独

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
美
術
写
真
集
」（
大
）�

ウ
オ
ー
タ
ー
ズ
英

	

「
エ
ジ
プ
ト
美
術
集
」（
大
）�

フ
エ
ヒ
ハ
イ
マ
ア
独
30

	

「
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
宗
教
儀
式
」
五
巻�

フ
ア
ー
ネ
ル
英

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
叙
事
詩
の
起
源
」�

ミ
ユ
レ
イ
英

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
悲
劇
」�

ヘ
イ
グ
英

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
詩
人
の
研
究
」（
二
巻
合
本
）

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英

	

こ
の
著
者
故
、
同
性
愛
精
神
に
充
つ
。
同
性
愛
詩
の
英
訳
多

し
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
風
俗
辞
典
」�

ウ
ヰ
リ
ア
ム
ス
ミ
ス
編
英

	

「
ア
リ
ス
ト
フ
ア
ネ
ス
喜
劇
集
」（
英
訳
）
二
巻

�

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
稀
書
複
製
会

			



同
性
愛
喜
劇
を
含
む
。
限
定
私
版
。（
猥
褻
の
為
）

	

「
プ
ラ
ト
ー
の
理
想
主
義
」�

フ
レ
イ
ザ
ア
英

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
人
、
ロ
ー
マ
人
の
生
活
」（
英
訳
）

�

グ
ー
ル
及
コ
ー
ナ
ー
著
独

	

「
ル
シ
ア
ン
と
プ
ラ
ト
ー
と
ギ
リ
シ
ヤ
道
徳
」�

チ
ヤ
プ
マ
ン
米

			



同
性
愛
の
こ
と
多
し
。
殊
に
ル
シ
ア
ン
の
文
献
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
倫
理
思
想
」�

ヒ
ル
ダ
オ
ー
ク
レ
イ
英

			



ホ
ー
マ
ー
よ
り
ス
ト
イ
ツ
ク
ま
で
。

	

「
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
文
学
史
」�

ハ
ロ
ル
ド
フ
オ
ー
ラ
ー
米

	
「
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
脚
本
集
」（
英
訳
）�

ギ
ル
バ
ー
ト
ミ
ユ
レ
イ
英

	
「
プ
ラ
ト
ー
対
話
篇
」（
英
訳
）

�

ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
ジ
ヨ
ウ
エ
ツ
ト
訳
文
英

	

「
プ
ラ
ト
ー
集
」（
エ
ヴ
リ
マ
ン
ズ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
本
）
二
冊
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�

リ
ン
ゼ
イ
序
英

	
「
ク
セ
ノ
フ
オ
ン
ー
メ
モ
ラ
ビ
リ
ア　

ヲ
エ
コ
ノ
ミ
カ
ス

」（
ロ
ヱ
ブ
希
英
対
訳
叢
書
）

�

マ
ー
チ
ヤ
ン
ト
訳
英

	

「
ク
セ
ノ
フ
オ
ン
ー
キ
ロ
ペ
デ
イ
ア
」（
ロ
ヱ
ブ
本
）
二
巻

�

ミ
ラ
ー
訳
英

	

「
ソ
フ
オ
ク
レ
ス
脚
本
集
」（
ロ
ヱ
ブ
本
）
二
巻�

ス
ト
ー
ル
英

	

「
プ
ラ
ト
ン
集
」（
ロ
ヱ
ブ
本
）�

フ
オ
ウ
ラ
ー
英

	

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
倫
理
学
」（
ロ
ヱ
ブ
本
）

�

ラ
ツ
ク
ハ
ム
訳
英

○
「
レ
ス
ボ
ス
島
の
サ
ツ
フ
オ
」�

ワ
イ
ゴ
ー
ル
英

	

サ
フ
オ
の
同
性
愛
史
、
そ
れ
の
詩
作
へ
の
影
響
。
参
考
と
な

る
事
多
し
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
研
究
」�

ヲ
ー
タ
ー
ペ
ー
タ
ー
英

	

「
プ
ラ
ト
ー
と
プ
ラ
ト
ー
主
義
」�
ペ
ー
タ
ー
英

	

「
マ
ー
カ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
伝
」（
希
英
訳
）

�
英

	

「
イ
タ
リ
ー
、
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
の
研
究
」
七
巻

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英

	

同
性
愛
精
神
に
充
つ
。
全
巻
に
同
性
愛
の
事
散
見
。

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
の
生
涯
」
二
巻�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英

	

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
の
同
性
愛
に
言
及
す
。

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
の
ソ
ネ
ト
集
」（
英
訳
）

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英

			



同
性
愛
の
ソ
ネ
ト
あ
り
。

	

「
ベ
ン
ヴ
エ
ヌ
ト
・
チ
エ
リ
ニ
自
伝
」（
英
訳
）

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
英

			



チ
エ
リ
ニ
の
同
性
愛
に
言
及
す
。

	

「
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
」�

ヲ
ー
タ
ー
ペ
ー
タ
ー
英

	

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ウ
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
其
他

の
同
性
愛
精
神
。

	

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ン
チ
の
精
神
」�

マ
ツ
カ
ー
デ
イ
英

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
伝
」
二
巻�

ヘ
ル
マ
ン
・
グ
リ
ム
独

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
伝
」（
書
翰
と
手
記
に
よ
る
）

�

ロ
バ
ー
ト
カ
ー
デ
ン
英

	

「
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
美
術
」
二
巻
（
写
真
多
し
）�

シ
ユ
ル
ツ
独

	

「
画
家
彫
刻
家
逸
話
集
」�

ス
プ
ー
ナ
ー
米

（
人
種
学
、
民
族
学
）

	
「
野
蛮
人
の
性
生
活
」�

ラ
フ
ア
ロ
ヰ
ツ
チ
英

			



濠
洲
野
蛮
人
生
活
の
研
究
。
寝ネ

ヤ屋
の
事
あ
り
。

	

「
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
外
婚
」
四
巻�

フ
レ
イ
ザ
ア
英

			



フ
ロ
イ
ド
の
同
性
愛
起
源
論
に
屢
々
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
書
。
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「
金
の
枝
」
二
巻�

フ
レ
イ
ザ
ア
英

（
雑
）

○
「
男
色
裁
判
事
件
集
」（
実
話
）�

仏

「
異
様
な
る
兄
弟
」（
小
説
）�

ブ
レ
ー
ヤ
ナ
イ
ル
ス
作
米
６

	

純
然
た
る
同
性
愛
小
説
。
ア
メ
リ
カ
の
男
娼
風
俗
、
男
色
裁

判
の
実
際
等
を
知
る
に
よ
ろ
し
き
本
。
主
人
公
の
純
情
は
哀

れ
也
。

	

「
草
の
葉
」（
詩
集
）�

ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
米

　
　
　

同
性
愛
詩
多
し
。

	

「
ド
・
プ
ロ
フ
ア
ン
デ
イ
ス
」（
獄
中
記
）�
オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
英

	

「
マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
」（
英
訳
）�
オ
ツ
ト
ー
フ
ラ
ー
ケ
独

			



精
神
分
析
的
研
究
。

	

「
バ
イ
ロ
ン
伝
」（
英
訳
）�

ア
ン
ド
レ
モ
ー
ロ
ア
仏

○
「
性
倒
錯
」
大
版
写
真
多
し
。�

ポ
ル
ツ
エ
ル
独

○
「
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
其
生
涯
と
告
白
」�

フ
ラ
ン
ク
・
ハ
リ
ス

	

同
性
史
と
い
ふ
も
可
な
り
。
ダ
グ
ラ
ス
卿
の
書
簡
、
シ
ヨ
ウ

の
批
判
添
附
。

（
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
著
作
集
）

	

「
ベ
ン 

 

ヌ
ト
・
チ
エ
リ
ニ
伝
」（
二
巻
合
本
）
自
伝
の
英
訳
。

			



チ
エ
リ
ニ
の
同
性
愛
あ
り
。

	

「
青
の
主
調
音
に
て
」（
エ
ツ
セ
イ
集
）

	

同
性
愛
に
関
す
る
も
の
三
章
あ
り
。「
ダ
ン
テ
と
プ
ラ
ト
ー

と
の
愛
の
理
想
」
を
含
む
。

	

「
サ
ー
・
フ
イ
リ
ツ
プ
・
シ
ド
ニ
イ
の
研
究
」

	

シ
ド
ニ
イ
は
同
性
愛
傾
向
あ
り
。

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
の
ソ
ネ
ト
」（
英
訳
）

			



同
性
愛
詩
あ
り
。

	

「
酒
、
女
、
歌
」（
中
世
風
俗
に
関
す
る
エ
ツ
セ
イ
）

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
の
生
涯
」
二
巻

　
　
　

同
性
愛
に
つ
い
て
記
す
。

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
詩
人
の
研
究
」
合
本

			



同
性
愛
多
し
。
同
性
愛
詩
の
英
訳
多
し
。

	

「
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
前
駆
者
達
」

	

マ
ー
ロ
ー
の
研
究
を
含
む
。
マ
ー
ロ
ー
は
同
性
愛
傾
向
あ

り
。

	

「
イ
タ
リ
イ
、
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
の
研
究
」
七
巻

			



同
性
愛
の
事
多
し
。

	
「
イ
タ
リ
イ
の
ス
ケ
ツ
チ
と
研
究
」
三
巻

			



同
性
愛
精
神
散
見
す
。

	

「
新
ら
し
き
も
の
古
き
も
の
」（
詩
集
）
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「
そ
こ
は
か
と
な
く
」（
詩
集
）

			



両
詩
集
と
も
同
性
愛
精
神
を
含
む
。

	

「
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
書
翰
集
」�

Ｈ
・
Ｒ
ブ
ラ
ウ
ン
篇

	

「
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
伝
」
自
伝
と
書
翰
に
よ
る
。�

同
人
編

			



同
性
愛
精
神
に
充
つ
。

	

「
シ
モ
ン
ヅ
の
思
出
」�

マ
ー
ガ
レ
ツ
ト
シ
モ
ン
ヅ
（
娘
）

「
シ
モ
ン
ヅ
書
誌
」　

五
百
部
限
定�

バ
ビ
ン
ト
ン

○
「
ギ
リ
シ
ヤ
道
徳
の
一
問
題
」　

共
に
一
般
的
同
性
愛
論
の
部
に

「
現
代
道
徳
の
一
問
題
」　　
　

詳
し
。

（
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
著
作
集
）

○
「
中
性
論
」　

異
本
二
種

○
「
原
始
民
族
に
於
け
る
中
性
者
」

○
「
友
愛
名
句
集
」

			



以
上
三
著
は
一
般
同
性
愛
論
の
部
に
詳
し
。

	

「
詩
人
シ
エ
リ
の
心
理
」

			



シ
エ
リ
は
同
性
愛
傾
向
あ
り
。

	

「
我
が
日
我
が
夢
」

			



同
性
愛
出
版
の
困
難
、
迫
害
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
あ
り
。

	

「
来
る
べ
き
恋
愛
」

			



中
性
論
の
前
駆
を
為
せ
る
も
の
。

	

「
ヲ
ル
ト
・
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
と
の
日
々
」

			



訪
問
記
。
当
然
同
性
愛
に
触
れ
た
り
。

	

「
天
使
の
翼
」

	

「
産
業
自
由
主
義
の
方
へ
」

	

「
愛
と
死
の
戯
曲
」

	

「
文
明
の
淵
源
と
そ
の
救
済
」

	

「
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
伝
」�

ギ
ル
バ
ー
ト
ベ
イ
ス

	

「
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
、
人
と
使
命
」�

ト
ム
・
ス
ワ
ン

（
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ペ
ー
タ
ー
著
作
集
）

	

「
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
」

			



同
性
愛
の
人
々
を
論
ず
。

	

「
幻
影
の
肖
像
」

	

「
鑑
賞
」

	

「
快
楽
主
義
者
マ
リ
ウ
ス
」
二
巻

	

「
研
究
集
」

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
研
究
」

	
「
プ
ラ
ト
ー
と
プ
ラ
ト
ー
主
義
」

	
「
ガ
ス
ト
ン
・
ド
・
ラ
ツ
ー
ル
」（
未
完
小
説
）

⎭⎬⎫
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（
同
性
愛
文
献
書
目

人
名
）

カ
ー
ペ
ン
タ
ー「
同
性
愛
名
句
集
」　

タ
ー
ノ
フ
ス
キ
イ
「
欧
洲
の
男

色
」　

エ
リ
ス
「
性
倒
錯
」　

ブ
ロ
ツ
ホ
「
現
代
性
生
活
」　

カ
ー
ペ
ン

タ
ー
「
中
性
論
」　

ヒ
ル
シ
ュ
フ
エ
ル
ト
「
同
性
愛
」
等
の
イ
ン
デ
ツ

ク
ス
を
調
査
す
べ
し
。

立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

4

同
性
愛
関
係
邦
訳
洋
書
及
西
洋
に
関
す

る
邦
人
の
著
書

（
一
般
的
な
る
も
の
）

	

「
性
慾
研
究
」�

ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
オ
レ
ル
独

			



大
日
本
文
明
協
会
版
。
医
学
士
黒
沢
良
臣
訳
。

	

第
八
章
（
八
）
性
慾
性
精
神
病
理
学
の
後
半
に
男
色
を
論
ず
。

	

「
性
心
理
学
」�

ク
ラ
フ
ト
・
エ
ビ
ン
グ
独

			



大
日
本
文
明
協
会
版
。
黒
沢
良
臣
訳
。

	

第
四
章
ノ
内
、
色
情
感
覚
の
倒
錯
症
中
の
乙
に
同
性
愛
を
論

ず
。

○
「
変
態
性
慾
秘
話
」�

ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
独

	

守
田
有
秋
著
。
平
凡
社
発
行
。
著
の
如
く
な
つ
て
ゐ
る
け
れ

ど
、
内
容
は
大
部
分
ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
よ
り
の
抄
出
（
極

め
て
不
完
全
）
で
あ
る
。

○
「
同
性
愛
の
種
々
相
」�

ア
ル
ベ
ー
ル
仏
？

	
談
奇
館
随
筆
第
四
巻
。
花
房
四
郎
訳
。
女
子
同
性
愛
の
研
究

で
あ
る
。

○
「
性
と
性
格
」
二
巻�

ワ
イ
ニ
ン
ゲ
ル
独

　
　

家
蔵
同
性
愛
関
係
書
（
其
四
）
西
洋
に
関
す
る
も
の
邦
人
の
著

及
訳
本
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ア
ル
ス
発
行
。
村
上
啓
夫
訳
。

○
「
千
夜
一
夜
研
究
」�

リ
チ
ヤ
ー
ド
バ
ー
ト
ン
英

	
バ
ー
ト
ン
訳
千
夜
一
夜
の
附
録
。
第
四
章
第
四
節
男
色
の
項

は
内
容
豊
富
又
男
色
帯
の
説
参
考
と
す
べ
し
。
中
央
公
論

社
。
大
宅
壮
一
訳
。

	

「
フ
ロ
イ
ド
精
神
分
析
学
全
集
」�

フ
ロ
イ
ド

			



春
陽
堂
。
大
槻
憲
二
其
他
訳
。

			



（
第
五
巻
）	�「
性
慾
論
・
禁
制
論
」
第
一
論
文
第
一
章
の
内

同
性
愛
の
項
。
第
三
論
文
の
一
部
。

			



（
第
六
巻
）	�「
分
析
芸
術
論
」
の
内
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ン
チ
の
同
性
愛
研
究
。

			



（
第
七
巻
）	�「
ト
ー
テ
ム
と
タ
ブ
ー
」
の
内
に
男
色
起
源
に

つ
き
て
特
異
の
説
あ
り
。

			



（
第
八
巻
）	�「
分
析
療
治
論
」
の
内
「
性
格
と
肛
門
性
感
」

			



（
第
九
巻
）	�「
分
析
恋
愛
論
」
の
内
三
項
目
。
其
他
全
体
に
亘

つ
て
。

			



（
第
十
巻
）	�

に
全
体
の
イ
ン
デ
ツ
ク
ス
が
あ
る
。

	

「
フ
ロ
イ
ド
精
神
分
析
大
系
」�

フ
ロ
イ
ド

			



ア
ル
ス
発
行
。

			



（
第
一
、
二
巻
）	�「
精
神
分
析
入
門
」
安
田
徳
太
郎
訳
は
、
春

陽
堂
の
も
の
よ
り
詳
し
く
好
訳
。
そ
の
第

二
十
、
第
二
十
一
、
第
二
十
六
、
第
二
十

七
の
四
章
に
同
性
愛
を
言
及
す
。
他
は
右

春
陽
堂
本
に
同
じ
。

	

「
精
神
分
析
学
」�

久
保
良
英

第
四
章
二
、
四
、
第
五
章
四
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
生
涯
、
五
そ
の
解

説
。
第
十
章
一
キ
リ
ス
ト
へ
の
同
性
愛
。
第
十
一
章
二
集
積

（
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
）。

	

「
精
神
分
析
学
」�

井
篦
節
三

	

極
て
通
俗
の
紹
介
書
な
れ
ど
、
当
然
同
性
愛
の
事
を
含
む
。

○
「
コ
リ
ド
ン
」
同
性
愛
弁
護
論
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
論
旨

�

ア
ン
ド
レ
ジ
イ
ド

	

文
学
者
の
同
性
愛
論
は
、
別
綴
洋
書
部
に
記
し
た
シ
モ
ン
ヅ

と
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、「
コ
リ
ド
ン
」
は
一
層
文
学
者

ら
し
き
評
論
。
建
設
社
版
ジ
イ
ド
全
集
第
三
巻
に
含
む
。

○
「
コ
リ
ド
ン
評
」「
ア
ン
ド
レ
ジ
イ
ド
」
の
一
部

�

フ
エ
ル
ナ
ン
デ
ス

	

フ
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
自
身
同
性
愛
者
な
り
、
評
論
に
情
熱
あ

り
。「
ジ
イ
ド
全
集
」
第
十
二
巻
に
含
む
。

	
「
一
粒
の
麦
若
し
死
せ
ず
ば
」�

ジ
イ
ド

	
ジ
イ
ド
の
自
伝
。
彼
自
身
の
同
性
愛
。
ワ
イ
ル
ド
の
同
性
愛

にマ

マ
い
て
大
胆
な
る
告
白
。
こ
の
様
文
学
の
最
も
魅
力
あ
る
も
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の
。「
全
集
」
第
十
巻
の
内
。

	
「
ワ
イ
ル
ド
論
」�

ジ
イ
ド

			



「
全
集
」
第
七
巻
の
内
。

	

「
性
の
心
理
」
全
二
十
巻
（
増
田
一
郎
邦
訳
）�

エ
リ
ス

			



日
月
社
発
行
。

（
ギ
リ
シ
ヤ
及
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
）

	

「
希
臘
文
化
史
」　
殆
ど
翻
訳
に
近
き
著

書
。
好
書
な
ら
ず
。�

小
林
秀
雄

	

「
羅
馬
文
化
史
」　

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
史
研
究
」�

原
随
園

	

「
世
界
に

於
け
る

希
臘
文
明
の
潮
流
」�

坂
口
昴

	

「
希
臘
文
学
史
」�

田
中
秀
央　

井
上
増
次
郎

	

「
希
臘
悲
劇
論
」
二
巻�
新
関
良
三

	

「
古
希
臘
風
俗
鑑
」
小
説
（
矢
野
目
氏
訳
）

�

マ
ル
セ
ル
・
シ
ユ
オ
ツ
プ

	

「
希
臘
の
春
」（
小
説
風
随
筆　

岩
波
本
）�

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン

	

「
ジ
エ
ブ
氏
古
代
希
臘
文
学
総
説
」� Jebb

教
授
（
木
下
正
路
訳
）

	

「
ギ
リ
シ
ヤ
哲
学
者
列
伝
」�

山
本
光
雄

	

「
イ
リ
ア
ー
ド
」（
馬
場
孤
蝶
訳
）�

ホ
オ
マ
ア

	

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
」�

青
木
巌

	

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
詩
学
」�

杉
浦
嘉
一

	

「
プ
ラ
ト
ン
・
パ
イ
ド
ン
」（
菊
池
慧
一
郎
訳
）�

プ
ラ
ト
ン

	

「
プ
ラ
ト
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
」（
白
根
孝
之
訳
）�

プ
ラ
ト
ン

	

「
ダ
ン
テ
と
プ
ラ
ト
ー
と
の
愛
の
理
想
」（
田
部
重
次
訳
）

�

人
文
書
房　
　

シ
モ
ン
ズ

	

「
希
臘
悲
六
曲
」（
中
村
吉
蔵
訳
）

	

エ
ス
キ
ロ
ス
、
ソ
フ
オ
ク
レ
ス
、
ユ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
解
説
つ

き
。

	

「
古
典
劇
大
系
」（
近
代
社
）

			



（
第
一
巻
）
ア
イ
ス
キ
ユ
ロ
ス
、
ソ
フ
オ
ク
レ
ス
。

			



（
第
二
巻
）
ユ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
ア
リ
ス
ト
フ
ア
ネ
ス
。

	

「
プ
ラ
ト
ン

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
」「
ク
リ
ト
ン
」（
岩
波
文
庫
本
）

	

「
プ
ラ
ト
ン

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
」（
岩
波
文
庫
本
）

○
「
二
つ
の
愛
」�

ル
シ
ア
ン

			



「
苦
痛
と
快
楽
」
竹
内
道
之
助
訳
の
内
。

	

「
中
世
欧
洲
文
学
史
」�

田
部
重
次

	

「
欧
洲
文
芸
復
興
史
」（
田
部
重
次
訳
）�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ

	

「
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
史
概
説
」�

坂
口
昴

	
「
伊
太
利
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
の
美
術
」（
城
崎
氏
訳
）

�

Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ

			



原
著
第
三
巻
の
訳
で
あ
る
。

	

「
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
の
文
化
」（
泰
西
名
著
歴
史
叢
書
）

⎭⎬⎫



63

�

ヤ
コ
ブ
・
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

	
「
文
芸
復
興
」（
田
部
重
次
訳
）�

ペ
ー
タ
ー

	

「
レ
オ
ナ
ル
ド
」�

木
村
荘
八

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
伝
」（
高
田
伝
厚
訳
）�

ア
ス
カ
ニ
オ
コ
ン
デ
イ

	

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
」�

畑
正
吉

	

「
神
曲
」�

ダ
ン
テ　
　
　

山
川
丙
三
郎
訳

	

第
十
一
曲
、
第
十
四
曲
、
第
十
五
曲
、
第
十
六
曲
を
見
よ
。

	

「
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
」�

プ
ル
タ
ー
ク

高
橋
五
郎
訳

	

（
第
一
巻
）
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
、
デ
メ
ト
リ
ア
ス
、
ア
ル

ン
ビ
ア
デ
ス
、
テ
ミ
ス
ト
ク
レ
ス
、（
第
三
巻
）
ア
リ
ス
チ
デ

ス
、（
第
四
巻
）
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
な
ど
を
見
よ
。

	

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」�
ゲ
オ
ル
グ
・
グ
ロ
ナ
ウ

　
　
　
　

板
垣
な
を
訳

（
近
代
作
家
）

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
論
文
集�

カ
ー
ペ
ン
タ
ー

											










（「
世
界
大
思
想
全
集
」
32
）

ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
論
文
集�

ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン

プ
ラ
ト
ー
と
プ
ラ
ト
ー
主
義　
（「
世
界
大
思
想
全
集
」
80
）

ギ
リ
シ
ヤ
の
芸
術�

ペ
ー
タ
ー

	

「
草
の
葉
」（
長
沢
重
隆
訳
）�

ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン

	

「
ペ
ー
タ
ー
研
究
」�

工
藤
好
美

	

「
ペ
ー
タ
ー
論
集
」（
田
部
重
次
訳
岩
波
本
）�

ペ
ー
タ
ー

	

「
享
楽
主
義
者
メ
イ
リ
ア
ス
」
二
巻
（
対
訳
）�

ペ
ー
タ
ー

			



（
工
藤
好
美
訳
）

○
「
精
神
分
析
第
一
巻
合
本
」

	

「
Ｊ
・
Ａ
・
シ
モ
ン
ヅ
の
私
な
る
情
熱｣

未
完�

江
戸
川
乱
歩

○
「
女
性
中
心
と
同
性
愛
」（
堺
利
彦　

山
川
菊
栄
訳
）�

カ
ー
ペ
ン
タ
ー

	

「
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
恋
愛
論
」（
山
川
菊
栄
訳
）�

カ
ー
ペ
ン
タ
ー

	

「
ヴ
エ
ル
レ
ー
ヌ
研
究
」
ラ
ン
ボ
オ
と
の
同
性
愛�

堀
口
大
学

	

「
ド
リ
ア
ン
グ
レ
イ
の
画
像
」（
矢
口
達
訳
）�

オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド

	

「
英
国
近
世

唯
美
主
義
の
研
究
」�

本
間
久
雄

	

ワ
イ
ル
ド
の
詳
細
な
る
研
究
。「
デ
イ
・
プ
ロ
フ
ア
ン
デ
イ

ス
」
考
。

	

「
ジ
イ
ド
全
集
」（
建
設
社
版
）�

ア
ン
ド
レ
ジ
イ
ド

○		


（
第
三
巻
）
コ
リ
ド
ン
（
同
性
愛
弁
護
論
）

			



（
第
七
巻
）
ワ
イ
ル
ド
論

			



（
第
十
巻
）
一
粒
の
麦
死
な
ず
ば
（
自
伝
）

			



（
第
十
二
巻
）「
コ
リ
ド
ン
評
」
フ
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
。

�

フ
エ
ル
ナ
ン
デ
ス

			



（
第
四
巻
）
贋
金
つ
く
り

	

「
自
然
と
純
粋
」「
ジ
ツ
ド
と
ワ
イ
ル
ド
」
の
章
π
也

�

河
上
徹
太
郎

⎭⎜⎬⎜⎫

⎭⎬⎫
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「
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
」（
金
星
堂
）�

ジ
イ
ド
其
他

	
「
文
芸
評
論
」（
芝
書
店
）�

ジ
イ
ド

	

「
続
文
芸
評
論
」（
芝
書
店
）�

ジ
イ
ド

	

「
ユ
リ
シ
イ
ズ
」
（
第
一
書
房
版
第
一
冊
）

（
岩
波
本
全
部
）　　
　

�

ジ
ヨ
イ
ス

	

「
恋
愛
双
曲
線
」（
春
陽
堂
世
界
名
作
文
庫
）（
下
欠
）
二
冊

�

オ
ル
ダ
ス
ハ
ツ
ク
ス
リ

			



「
ポ
イ
ン
ト
・
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
」
の
訳
。

	

「
プ
ル
ー
ス
ト
覚
書
」�

堀
辰
雄

	

「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」
の
事
を
記
す
。「
新
潮
」？
切
抜
。（
切

抜
西
洋
の
部
に
あ
り
）

○
「
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
の
話
」（
ホ
ヰ
ツ
ト
マ
ン
と

シ
モ
ン
ヅ
の
こ
と
）�

江
戸
川
乱
歩

			



「
新
青
年
」
昭
和
十
年
初
（
切
抜
袋
に
あ
り
）

（
雑
）（
書
目
）

	

「
世
界
艶
笑
芸
術
」�
丸
木
砂
土

			



「
性
科
学
全
集
」
第
三
篇
。
同
性
愛
文
学
を
含
む
。

	

「
世
界
好
色
文
学
史
」
第
一
巻�

酒
井
潔

			



（
五
百
部
限
定
34
）

禁B
ilder-L

excikon

（
ウ
ヰ
ー
ン
性
科
学
会
原
書
）�

梅
原
北
明
沢

			



Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
五
巻
ま
で
。（
性
科
学
事
典
）

	

「
基
督
教
と
邪
淫
と
恋
愛
」�

石
田
豳
風

			



コ
リ
ン
ト
書
の
男
娼
と
男
色
そ
の
他
。

禁
「
性
慾
学
語
彙
」�

佐
藤
紅
霞

			



「
変
態
資
料
」
三
号
、
七
号

	
B

iblistheca C
uriosa et E

rotica�
B

ernard stern-Szana

佐
々
謙
自
訳　

			



（
性
文
学
書
目
）
皮
表
紙
。
五
百
部
限
定
の
内
百
十
一
号

	

「
世
界
艶
書
目
録
並
解
題
」�

佐
藤
紅
霞
編

			



「
奇
書
」
臨
時
増
刊

（
雑
誌
切
抜
）

	

「
マ
グ
ヌ
ス
・
ヒ
ル
シ
ユ
フ
エ
ル
ト
博
士
に
つ
い
て｣

			



「
犯
罪
科
学
」
昭
和
六
年
六
月
号

	

「
サ
ー
ド
侯
と
其
作
品
」�

大
隈
為
三

			



「
犯
罪
科
学
」
昭
和
五
年
十
月
号

	

「
モ
ル
ト
ケ
伯
爵
の
男
色
裁
判
」�

伊
東
鋭
太
郎
訳

			



「
犯
罪
公
論
」
昭
和
七
年
一
月
号

	
「
未
開
人
種
に
於
け
る
同
性
愛
」�

ラ
ム
パ
ク
ス

D
r. R

am
pax

			



「
犯
罪
公
論
」
昭
和
七
年
一
月
号
（
欠
）

二
月
号

	

「
化
粧
室
の
哲
学
」（
丸
木
砂
土
訳
）�

サ
ア
ド
侯

			



「
犯
罪
科
学
」
昭
和
六
年
三
月
号
よ
り
。

⎩⎜⎜⎨⎜⎜⎧
巖
谷
小
波

大
隈
為
三

丸
木
砂
土

西
村
真
次

三
村
徳
蔵
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「
女
装
曲
芸
師
バ
ル
ベ
ツ
ト
」�

城
戸
睦
夫

			



「
犯
罪
科
学
」
昭
和
六
年
四
月
号

	

「
肉
屋
に
化
け
た
人
鬼
」（
人
肉
の
腸
説
の
つ
ゞ
き
）�

牧
逸
馬

			



「
中
央
公
論
」
世
界
怪
奇
実
話
の
一
。

立
教
大
学
平
井
家
寄
託
資
料　

Ｋ
―

11
―

5

（
東
洋
に
関
す
る
も
の
）

「
国
訳
一
切
経
」
百
五
十
巻

			



（
同
性
愛
に
言
及
せ
る
経
文
左
の
如
し
。）

�

＊
頭
注
「
国
訳
一
切
教
本　

巻
、
頁
」

	

法
華
経
安
楽
行
品
正
法
念
経
七
（
海
録
七
二右

五
四
七左

、
奴
隷
史
、

三
養
）（
除
睡
鈔
）
＊
頭
注
「
法
二
七
、
法
華
経
」

			



十
（
不
）
善
業
道
経
大
正
蔵
第
十
七
巻
（
海
十
六
左
三
）

�

＊
頭
注
「
経
一
三
」

			



五
戒
相
経
十
三
葉
（
海
二
二
右
三
養
）（
除
睡
鈔
）

			



造
像
功
徳
経
（
海
上
十右

、
奴
、
三
）

			



文
珠
内
戒
経
（
海
三
右
）�

＊
頭
注
「
経
十
二
、
仏
説
菩
薩
内
戒
経
」

			



大
方
広
三
戒
経
（
海
下
十
三

右
）
＊
頭
注
「
華
ノ
四
（
？
）」

			



決
定
毘
尼
経
（
海
六
右
）

			



沙
弥
十
戒
儀
則
経
（
海
三
右
、
奴
、
三
）

			



僧
護
経 （
海
九
右
、
廿
右
、
三
）

			



阿
含
暮
抄 （
海
上
廿
六
左

、
三
）

			



四
分
律
（
海
十
七
廿
二
右

、
三
四
廿
七
、
五
五
二
、
南
方
、
奴
、
三
）

　
　

家
蔵
同
性
愛
関
係
書
（
其
五
）　

支
那
の
部　

印
度
の
部
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�

＊
頭
注
「
律
一
、
二
、
三
、
四
」

			



五
分
律
（
海
廿
八
五右

、
三
）
＊
頭
注
「
律
十
三
」

			



十
誦
律
廿
一
、
廿
一
葉
（
海
廿
一
十四

、
五
六
一

、
三
）（
除
睡
鈔
）

�

＊
頭
注
「
律
五
、
六
、
七
」

			



有
部
律
（
海
一
十
四
、
三
）
＊
頭
注
「
律
十
七
」

			



律
摂
（
海
一
十
四
、
二
九
、
三
廿
二

、
三
）
＊
頭
注
「
有
印
珍
摂
」

			



僧
祇
律
一
、
廿
一
葉
（
海
一
廿
五
、
南
方
、
三
）（
除
睡
鈔
）

�

＊
頭
注
「
律
八
、
九
、
十
、
十
一
」

			



五
百
問
論
（
海
下
七右

、
三
）（
除
睡
鈔
）

			



仏
匡
王
経
「
太
平
記
大
全
」
に
引
く

			


�

大
正
蔵
経
第
十
七
巻
793
（
経
集
中
）

			



毘
尼
母
論
（
海
七
初
）
＊
頭
注
「
律
十
五
」

			



善
見
律
（
海
七
十
七
）
＊
頭
注
「
律
十
八
、
善
見
律
毘
婆
沙
」

			



瑜
伽
論
（
海
五
九
十
六
右

、
三
養
）（
除
睡
鈔
）

			



雑
集
論
瑜
伽
論
十
五
の
五
又
分
別
名
数
論

一
名
広
陳
体
義
論　

無
著
造　

（
海
七
十
二
左

）

�

＊
「
瑜
十
一
「
阿
毘
達
磨
雑
集
論
」
也
」

			



梵
網
経
無
慈
行
欲
戒 （
奴
第
三
）
＊
頭
注
「
律
十
二
、
梵
綱
経
」

			



梵
網
古
迹
記
（
奴
）

			



功
徳
円
満
経
（
よ
た
れ
か
け
）（
除
睡
鈔
）

			



悲
花華

経
第
四
、
授
記
品
ノ
一

　
　
　

第
三
王
子

（
本
朝
浜
千
鳥
）（
よ
た
れ
か
け
） 

�

＊
頭
注
「
経
五
」

			�




阿
毘
達
磨
倶
舎
論
（
エ
デ
イ
ポ
ス
コ
ン
プ
レ
ク
ス
の
事
あ

り
）�

＊
頭
注
「
毘
二
五

－

二
六
」

			



阿
毘
曇
経
下
四
葉　
（
除
睡
鈔
）

�

＊
頭
注
「
毘
一
七

－

二
十
一
、
四
種
ア
リ
」

			



永
明
智
覚
禅
師
垂
誡
（
除
睡
鈔
）

	

「
カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
」�

印
度
学
会
編

			



同
性
愛
の
事
あ
り
。

	

「
ラ
イ
テ
イ
ラ
ハ
ス
ヤ
」�

印
度
文
学
研
究
会
訳

	

「
情
史
」
石
印
本
十
巻�

江
南
誉
々
外
史

	

「
情
史
抄
」
三
巻�

嘲
々
酔
士
抄
録

	

共
に
「
情
外
類
」
の
章
を
見
よ
。
情
史
の
方
格
別
詳
細
な
り
。

	

「
五
雑
俎
」
十
六
巻
八
冊�

明

陳
留
、
謝
肇
淛
著

			



巻
八
、
人
部
四
を
見
よ
。

	

「
酉
陽
雑
俎
」
二
十
巻
五
冊�

唐
臨
海
段
成
式
柯
古
撰

明
古
虞
毛
晋
子
晋
訂

	

「
淵
鑑
類
函
」
四
百
五
十
巻
、
六
十
四
冊
、
八
函

	

二
五
二
巻
交
友
、
二
五
五
巻
美
丈
夫
、
殊
に
三
一
三
巻
の
寵

幸
に
は
同
性
愛
文
献
を
網
羅
す
。

○
「
品
花
宝
鑑
」
六
十
回
、
十
六
冊
、
四
函

			



支
那
男
色
猥
文
学
の
最
大
の
も
の
。

	

「
板
橋
雑
記
」
上
下
二
冊�

　
　
　
　
　
清
余
懐

著

日
本
山
崎
蘭
斎
訳

	

「
笑
府
」�

清
墨
憨
斎
変
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男
色
笑
話
あ
り
。

○
「
国
際
秘
密
照
沓
団
報
告
書
」�

上
海
同
国
報
告
手
記

	
現
代
支
那
に
於
け
る
男
娼
事
情
を
問
合
せ
た
る
調
査
報
告

書
。

	

「
シ
ー
ク
レ
ツ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
」　
「
漫
談
」
増
刊
本

			



上
海
、
ハ
ル
ビ
ン
の
魔
界
見
物
記
。
男
色
あ
り
。

	

「
カ
ー
マ
・
シ
ヤ
ス
ト
ラ
」
四
冊

	

梅
原
北
明
一
派
が
上
海
に
て
発
行
せ
る
猥
雑
誌
。
支
那
性
文

献
の
解
題
。
摩
鏡
見
物
記
あ
り
。

○｢

日
本
、
支
那
、
朝
鮮
の
同
性
愛
生
活
」�
カ
ー
シ
ユ
・
ハ
ー
ク
独

			



支
那
の
部
最
も
詳
し
。

（
清シ

ン

人
、
随
園
の
編
）

「
新
斉
諧
」
巻
廿
一

	

崇
正
時
、
某
相
公
自
言
為
蔡
〔
こ
れ
は

仙
術
家

〕
京
後
身
、
以
仙
官
随
所
地

獄
、
毎
廿
間
誦
仁
王
経
耳
目
為
之
一
亮
、
又
罰
作
揚
州
寡
婦
守
空

房
四
十
年
、
故
癖
好
尤
奇
、
好
観
美
婦
之
臀
、
美
男
之
勢
〔
陽
具
也

〕、

以
為
男
子
之
美
在
前
、
女
子
之
美
在
後
、
世
人
易
之
非
好
色
者
也
、

常
使
女
衣
袍
褶
、
男
飾
裙
釵
〔
女
子
に
男
装
、

男
子
に
女
装
也

〕、
而
摸
サ
グ
ル
モ

其
臀
勢
、
以
為

得
味
外
味
、
又
常
戯
取
姫
妾
優
童
数
十
、
以
被
蒙
首
〔
頭
か
く

し
て
也

〕、
而

露
其
下
体
〔
貴
ノ
御

好
ミ
也

〕、
互
猜
為
某
郎
某
姫
、
以
為
笑
楽
、
有
内
閣
供

事
石
俊
者
、
微
有
姿
而
私
処
其
佳
〔
小
生
ノ

好
ミ

〕、
公
甘
為
咂
〔
ク
チ
ニ
入

レ
ル
也

〕

弄
〔
小
生
ノ

好
ミ

〕、
有
求
書
者
、
非
石
郎
磨
墨
不
可
得
也
、
号
臀
曰
白
玉

綿
団
、
勢
曰
紅
霞
仙
行
。

	

こ
れ
は
倒
錯
の
甚
し
か
り
し
人
で
、
美
男
に
自
分
の
後
庭
を
犯
さ

し
め
、
自
分
又
美
婦
の
後
庭
を
犯
す
を
好
み
し
也
。
内
閣？

供
事
た

り
し
石
俊
と
い
ふ
微
し
の
姿
あ
る
男
は
、
臀
、
勢
共
に
最
良
と
有

て
、
尤
も
愛
幸
せ
し
な
り
。
西
洋
に
は
か
ゝ
る
倒
錯
者
を
し
ば

〳
〵
記
し
あ
る
が
、
支
那
に
は
此
外
に
見
及
ば
ず
候
」
以
上
。

	

清
人
随
園
録　

新
齊
諧　

巻
廿
三　
句
読
点
は
小
生
が
つ
け
て
見
ま

し
た
。（　

）
は
小
生
の
註
也

	

雍
正
間
（A

.D
.1723 -1735

）
桂
林
蔡
秀
才
、
年
少
美
風
姿
、
春
日

戯
場
観　
レ

戯
（
即
ち
東
倶
な
り
）、
覚　
下

旁
有　
中

摩　
二

其
臀　
一

者　
上

、
大
怒

将　
二

罵
而
殴　
　一
レ

之
、
回　
レ

面
則
其
人
亦
少
年
、
貌
更
美　
二

于
己　
一

、
竟

乃
釈
然
、
転
以　
レ

手
摸　
二

其
陰　
一

、（
摸
ハ
さ
ぐ
る
ト
訓
ム
）
其
人
喜　
レ

出　
二

意
外　
一

、
重　
　―二

整
衣
冠　
一

、
向　
レ

前
揖
シ
テ
道イ
フ　

二

姓
名　
一

、
亦
桂
林
富

家
子
、
読
書
而
未　
レ

入　
レ

泮
者
也
（
泮
ハ
判
ニ
同
ジ
）、
両
人
遂
携　
レ

手
行　
　‐
二

赴
杏
花
村
館　
一

、
燕
飲
盟
誓
、
此
後
出
必
同　
レ

車
、
坐
必
同　
レ

席
、
彼
此
熏
香
、
剃
而
小　
レ

袖
窄　
レ

襟
、
不　
レ

知
鳥
之
雌
雄
也
、
域
中

悪
棍
王
禿
兒
、
伺　
二

于
無　
レ

人
之
処　
一

、
将　
二

強
姦　
一

焉
、
二
人
不　
レ

可　
レ

遂
殺　
レ

之
、
横　
二

屍
域
角
之
陰　
一

、
両
家
父
母
報　
レ

官
相
検
、
捕
役
見　
二

禿
兒
衣
上
有　
　一
レ

血
、
擒
而
訊　
レ

之
＊
こ
こ
ま
で
頭
注
「
ａ
」
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吐　
レ

情
伏　
レ

法
、
両
少
年
者
、
平
時
恂
々
、
文
理
通
順
、
邑
人
憐　
レ

之
、

為
立　
レ

廟
、
毎
祀
必
供　
二

杏
花
一
枝　
一

、
号　
二

双
花
廟　
一

、
偶
有　
二

祈
祷　
一

、

無　
レ

不　
二

立
ド
コ
ロ
ニ

　
　

応　
一

、
因　
レ

之
香
火
頗
盛
、（
以
下
略
之
）
＊
こ
こ
ま
で

頭
注
「
ｂ
」

【
注
】

１　

立
教
大
学
図
書
館
蔵

2　
「
家
蔵
同
性
愛
関
係
書
（
其
二
）
和
本
目
録
」
に
記
さ
れ
た
資
料
の
内
、
現

存
す
る
資
料
と
巻
数
冊
数
に
お
い
て
相
違
す
る
も
の
は
以
下
の
通
り
。『
武
道

伝
来
記
』（
現
在
は
八
巻
八
冊　

括
弧
内
は
以
下
同
）、『
小
夜
嵐
』（
十
巻
十

冊
）、『
好
色
江
戸
紫
』（
五
巻
五
冊
）、『
花
の
名
残
』（
一
、
三
～
五
巻
四
冊
）、

『
野
傾
友
三
味
線
』（
巻
三
、
五　

二
冊
）、『
役
者
色
仕
組
』（
五
巻
六
冊
）、『
竹

斎
』（
二
巻
一
冊
）

3　

引
用
は
、
江
戸
川
乱
歩
『
心
理
試
験
』
春
陽
堂
書
店
、
平
成
二
十
七
年

4　

上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』
明
和
五
年
序
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
。

5　

立
教
大
学
図
書
館
蔵
。
登
録
番
号42130026

6　
「
一
夏
を
」「
に
涙
な
く
叫
ぶ
に
声
な
く
」「
楚
王
の
宮
人
は
「
王
含
が
母
は

夜
叉
」「
呉
生
が
妻
は
」「
老
衲
」「
夜
更
て
月
の
夜
」「
初
祖
の
肉
い
ま
だ
乾
か

ず
と
ぞ
」
の
部
分
に
朱
が
引
い
て
あ
る
。

7　

佐
藤
深
雪
「
江
戸
川
乱
歩
と
近
世
読
本
」『
俄
草
紙
』
昭
和
五
十
六
年
三
月

ほ
か




